
住居　１/３以上損壊　家財　１/３以上損壊

3 1 月年

上記のとおり請求します。

令和 5 日

損 害 の 程 度

円

農林　太郎 ●▲県□●市△△４-56

別紙罹災証明書のとおり

状 況

級

□□局地方参事官（〇〇）

受付年月日

記 号 番 号

組 合 員 等
0820-4567891000

所属局(部)

課 名

※

農林　太郎

災 害 見 舞 金 請 求 書

組合員氏名

決
定
額

共済組合

審査欄

摘 要

罹 災 者 氏 名
罹災の場

所

確認欄

証明者

官 職

氏 名

氏 名

上 記 の と お り 証 明 し ま す 。

年

印

（月額）円 請 求 金 額

農林水産省共済組合事務執行者　殿

長 又 は 警 察

罹 災 の 原 因

及 び そ の

署 長 の 証 明

令和 日

市 区 町 村

長 、 消 防 署

標 準 報 酬

農林
ノウリン

　共子
キョウコ

名義人

所属所

●▲県□●市△△４-56

○○ 　銀行 ○○ 本・支店

1　別居している被扶養者が罹災を受けた場合は、摘要欄に組合員の住居及び家財についての状況を詳しく書いて下さい。
2　任意継続組合員は、標準報酬欄に退職の際の掛金の基礎となった標準報酬の月額のほか、任意継続掛金の標準となった標準報酬の月額を記入して下さい。
3　※印欄は記入しないで下さい。

農林　太郎
請 求 者

住 所

月

振込先口座（職員名義の国内口座を記入）　　公金受取口座希望　（　する　/　しない　）
※公金受取口座への振込みを希望する場合は、公金受取口座希望の「する」を選択し、振込先は記入不要です。

口座番号 0123456
フリガナ

給付金振込先

普通・当座

住居と家財の被害状況を記入してください。

罹災証明書の添付があれば、

本様式による証明は不要です。

接 受

所属所

色付された欄に必要事項を記入してください。（提出する書類には色を付けないでください。）

公金受取口座への振り込みを希
望しない場合は、振込先口座欄に
も記入をお願いします。
ゆうちょ銀行の場合は、通帳下部
の店名・口座番号を記載してくださ
い（通帳上部に記載の記号番号は
口座番号ではありません）。

書面での提出の場合は押印してください。

※メールでの提出の場合は不要です。

公金受取口座希望について、「する」「しない」に○がなく

振込先口座が記入されている場合は通常の口座振込と



【02】

組合員等番号

罹災者氏名

罹災場所

家財

罹災の原因

住居

家財

住居

家財

特記事項

　　上記のとおり、罹災したことを申し立てます。

　　農林水産省共済組合事務執行者　殿

令和　　　年　　　　月　　　　日

組合員氏名 共済　太郎

□罹災証明書　□住居損害内訳書　□固定資産税評価証明書　□家屋修理見積書

□家財損害内訳明細書　□被災住宅位置図　□被災状況写真　□被害報道記事

□その他（ ）　

○○県○○郡○○町1234-5

罹災状況申立書

4567891000 組合員氏名 共済　太郎 所属所名 □□局地方参事官（〇〇）

共済　太郎 続柄 本人 罹災年月日 令和○年○月○日

損害の状況

住居

区分 自宅、公務員住宅、公営住宅、借家、借間、その他（　　　）

損害の程度 全壊　・１／２以上損壊　・１／３以上損壊・１／３未満損壊

床上浸水程度 120㎝以上　　・　30㎝以上　・　30㎝未満

損害の程度 全壊　・１／２以上損壊　・１／３以上損壊・１／３未満損壊

添付資料

令和○年△△地震

罹災の状況

罹災後の使
用状況

各状況について、詳細に記述する。
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１　「住居」とは、現に組合員が生活の拠点として居住している建造物（自宅、社宅、公営
　住宅、借家、借間等の別を問わず、有料・無料を問いません。）をいい、別棟の離れ屋、
　物置、納屋、門扉、垣根の類は含まれません。
２　被害前の建物の価格（Ａ）は、専門家（建築士等）が見積もった被害前の住居の時価価

　 　格（概算）又は固定資産税評価額等を記入します。（証明書類の写しを添付）
３　建物の被害状況の価格(B)は、修復費用の見積書等により記入します。（見積書の写しを添付）
４　被害写真等の資料から、修繕見積書が原状回復を超える施工となっていると判断される場合
　は、当該施工部分に係る費用については除外して審査されます。

住居損害内訳書

組合員等番号 4567891000 組合員氏名 共済　太郎 所属所名 □□局地方参事官（〇〇）

被 害 前 の 建 物 建 物 の 被 害 状 況

面積 80 ㎡ 面積 30

被害前の住居全体の間取り図を記入します。
住居の被害部分について、なるべく正確に記入しま
す。（被害部分を斜線又は赤色等で表示します。）

㎡

価格 （Ａ） 10,000,000 円 価格 （Ｂ） 3,500,000 円

35 ％損害率

被 害 前 の 状 況 の 建 造 物 平 面 図 （ 間 取 り ） 被 害 後 の 状 況 の 建 造 物 平 面 図 （ 間 取 り ）

部屋 リビング

（注）

玄関

部屋 部屋

廊下

洗面

浴室 台所

ﾄｲﾚ

(Ｂ)
(Ａ)

固定資産税評価証明書（市区町村等発
行のもの）の価格 原則として、修復費用の見積書

等により記入します。

被害前の住居全体の間取り図を
記入します。

住居の被害部分について、なるべく正
確に記入します。(被害部分を斜線又
は赤色等で表示します。）

該
当
の
場
合
は
、
市
区
町
村
等
発
行
の
固
定
資
産

税
評
価
証
明
書
（
写
し
）
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い

該
当
の
場
合
は
、
家
の
修
理
費
用
の
見
積
書

（
写
し
）
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
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組合員等番号 4567891000 所属所名

数量 単位 購入価格 損害数量 損害見積額 欠損割合 備考
食器類 食器 120 個 60,000 60 30,000 50.0 破損

調理用具 50 個 25,000 30 15,000 60.0 破損
その他 60 個 30,000 30 15,000 50.0 破損

#DIV/0!
#DIV/0!

電気器具類 電子レンジ 1 台 50,000 1 50,000 100.0 破損
炊飯器 1 台 30,000 0 0.0
オーブントースター 1 台 10,000 1 10,000 100.0 破損
電気ポット 2 台 14,000 1 7,000 50.0 破損
テレビ 1 台 150,000 1 150,000 100.0 破損
DVDレコーダー 1 台 50,000 0 0.0
コンポ 1 台 75,000 1 75,000 100.0 破損
パソコン 1 台 100,000 0 0.0
電話機 1 台 15,000 1 15,000 100.0 破損
エアコン 1 台 120,000 1 120,000 100.0 破損
ファンヒーター 1 台 30,000 0 0.0
ストーブ 1 台 15,000 0 0.0
扇風機 2 台 16,000 1 8,000 50.0 破損
冷蔵庫 1 台 180,000 0 0.0
洗濯機 1 台 75,000 1 75,000 100.0 破損
掃除機 1 台 28,000 0 0.0
照明器具 4 台 120,000 2 60,000 50.0 破損

#DIV/0!
#DIV/0!
#DIV/0!

家具類 洋服タンス 1 台 150,000 0.0
和タンス 1 台 100,000 0.0
整理ダンス 3 台 240,000 0.0
食器戸棚 1 台 80,000 1 80,000 100.0 破損
本棚 1 台 30,000 1 30,000 100.0 破損
仏壇 1 基 250,000 0.0
机 1 台 50,000 0.0
イス 1 脚 10,000 0.0
食卓・イス 1 組 100,000 0.0
ソファー 1 脚 100,000 1 100,000 100.0 汚損
下駄箱 1 台 40,000 0.0
鏡台 1 台 80,000 1 80,000 100.0 破損
カーテン 8 組 160,000 2 20,000 12.5 破損
カーペット 2 枚 40,000 2 40,000 100.0 汚損

#DIV/0!
#DIV/0!

身の回り品 カメラ 1 台 60,000 0.0
ビデオカメラ 1 台 80,000 1 80,000 100.0 破損
時計 2 個 60,000 1 30,000 50.0 破損
スポーツ・レジャー用品 10 点 50,000 5 25,000 50.0 破損
本・DVD等 50 点 100,000 10 20,000 20.0 破損

#DIV/0!
#DIV/0!

衣類寝具類 衣類 100 着 400,000 25 100,000 25.0 汚損
布団・毛布・シーツ 30 点 250,000 10 100,000 40.0 汚損
カバン 5 個 50,000 0.0
靴 20 足 100,000 0.0

#DIV/0!
#DIV/0!

その他 バイク（通勤用） 1 台 150,000 1 30,000 20.0 修理費用
#DIV/0!
#DIV/0!
#DIV/0!
#DIV/0!

合計 3,923,000 1,365,000 34.79

（注）　①　主な家具等のみ例示しています。実情に合わせて追加してください。
　　　　②　別居している被扶養者がいれば、被扶養者分の作成が必要です。
　　　　③　損害率が1/3未満と判断される場合は作成不要です。

家財損害内訳明細書

組合員氏名 共済　太郎 □□局地方参事官（〇〇）

家財項目
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